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論文内容の要旨
【目的】
麻酔したウサギの大脳皮質阻鴫野を電気刺激して誘発されるリズミカルな岨暢様顎運動中に、試料小片を臼歯部で
阻輔させると、試料の硬さに対応した佼筋活動の増大 CFacilitatory masseteric response ; FMR) が認められる。
さらに、この FMR は、しばしば歯が試料と接触する時点に先行して発現した。すなわち、この時の岐筋活動は、あ
たかも動物が試料を噛むことを予測しているかのように早期に発現した。しかし、この FMR 早期発現にどのような
感覚入力が関与しているか、また中枢神経のいずれの部位が関与しているかなどは未だ不明である。そこで本研究で
は、これらの点を明らかにすることを目的とした。
【方法】
雄性成熟ウサギを用い、ハロセン・空気の混合ガスによる吸入麻酔下にて手術および実験を行った。~交筋と顎二腹
筋活動の記録には両筋に筋電図記録用電極を、下顎運動の記録には下顎オトガイ部に顎運動記録用発光ダイオードを、
また歯が試料と接触する時点の検知には下顎臼歯部に圧力トランスデューサーを装着した。
1.実験方法
大脳皮質唱暢野に挿入したエルジロイ電極を通じて電気刺激を与え、自然唱H爵に類似したパターンを示すリズミカ
ルな顎運動を誘発させた。この顎運動中に、ポリウレタン製の試料小片を上顎臼歯と圧力トランスデューサーとの聞
に挿入し、試料挿入前および挿入中の安定した 5 サイクルについて、最大関口時点をトリガーとし、筋電図活動およ
び唱鴫力を加算平均した。その後、阻唱力発現時点と FMR の発現時点を決定し、両発現時点の時間関係を分析した。
2. 校筋活動の早期発現に関与する感覚入力の同定
噛ませる試料の硬さに対応した FMR の誘発には筋感覚や歯根膜感覚の関与が示唆されている。そこで、 FMR の
早期発現現象にもこれら 2 種の感覚の関与が考えられる。そこで、これらの感覚のいずれが主として関与しているか
を知るため、 FMR の早期発現を誘発した大脳部位に刺激用電極を固定し、歯根膜あるいは筋紡錘からの感覚情報の
遮断を行い、日目前力発現時点と FMR の発現時点との時間関係の変化を調べた。歯根膜感覚を遮断するために、上顎
神経と下歯槽神経を切断した。また、筋感覚を遮断するために、三叉神経中脳路核を電気凝固した。
3. n交筋活動の早期発現に対する大脳皮質日且嶋野の関与
FMR の早期発現への大脳皮質阻晴野の関与を検索するため、まず錐体路の電気刺激によりリズミカルな顎運動を
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誘発し、試料挿入中に FMR が早期発現することを確認した。次いで、阻噴野を吸引除去した後、同様の実験を行い、
除去前後での岨噴力発現時点と FMR の発現時点との時間関係の変化を調べた。
4. 吹筋活動の早期発現に対する小脳の関与
FMR の早期発現に対する小脳の関与を検索するため、 FMR の早期発現を誘発した大脳皮質部位に刺激用電極を
固定し、小脳を吸引除去した後、 FMR の発現タイミングに変化が生ずるか否かを検討した。
【結果と考察】
1. FMR の早期発現に対する三文神経中脳路核の破壊の影響
三文神経中脳路核の破壊前後で、最大関口時から旧日爵力発現時点までの時間間隔に有意差は見られなかった。一方、
FMR は破壊前には岨暢力発現時点に対して先行して発現したが、破壊後は有意に遅延し、 FMR の早期発現はみら
れなくなった。
2. FMR の早期発現に対する上顎神経および下歯槽神経の切断の影響
神経切断前後で、最大関口時から岨暢力発現時点までの時間間隔に有意差は見られなかった。また、 FMR は、破
壊前および破壊後のいずれにおいても阻噴力発現時点に対して先行して発現した。
3. 試料挿入後の連続する 5 サイクルにおける FMR 発現時点の変化
FMR の早期発現が試料挿入後のいずれのサイクルから生じるかを知るため試料挿入直後の 5 サイクルについて検
討した。また、三文神経中脳路核破壊群および三叉神経切断群においても同様に検討した。対照群および神経切断群
においては、 FMR の早期発現は試料挿入後 l サイクル目では出現せず、 2 サイクル目以降のサイクルに出現した。
一方、中脳路核を破壊した動物では、 2 サイクル目以降においても FMR の早期発現は認められなかった。
4. FMR の早期発現に対する大脳皮質岨唱野の関与
大脳皮質岨暢野の吸引除去前後で、最大関口時から岨暢力発現時点までの時間間隔に有意差は見られなかった。ま
た FMR は、除去前および除去後のいずれにおいても阻鴫力発現時点に対して先行して発現した。
5. FMR の早期発現に対する小脳の関与
小脳の吸引除去前後で、最大関口時から唱鴫力発現時点までの時間間隔に有意差は見られなかった。一方、 FMR
は、小脳除去前は阻鴫力発現時点に対して先行して発現したが、除去後は有意に遅延し、 FMR の早期発現はみられ
なくなった。
【結論】
以上の結果から、大脳皮質刺激により誘発される岨暢様顎運動中に、上下臼歯聞に試料を挿入して阻輔させた時の
校筋活動増大 (FMR) の発現タイミングは、試料阻鴫中に生じた感覚入力を次の阻暢サイクルでの FMR の発現タ
イミング調節に利用するようなフィードフォワード的な調節により行われていることが示唆された。またこの現象の
誘発に関与する感覚入力としては、閉口筋筋紡錘からの求心性入力が重要であり、この現象への小脳の関与が示唆さ
れた。
論文審査の結果の要旨
本研究は、麻酔したウサギの大脳皮質性誘発顎運動を岨鴫運動のモデルとして用い、日E暢筋活動のタイミング調節
の生理学的機構を検討したものである o その結果、試料岨噛時の関口筋活動にはフィードフォワード的制御が関与す
ること、またこの制御に筋紡錘からの求心性入力が小脳を介して作動することが示唆された。
以上の研究結果は唱鴫時の阻暢筋活動調節の生理的機構について重要な知見を与えるものであり、博士(歯学)の
学位を授与するに値するものと認める。
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